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物
価
値
上
げ
が
続
出
し
て
い
る
も
と
で
、

小
矢
部
市
が
４
月
か
ら
小
・
中
学
校
の
給

食
費
の
値
上
げ
で
す
。
小
学
校
で
月
３
８

０
円
値
上
げ
し
、
５
，
２
８
０
円
、
中
学
校

で
４
３
０
円
値
上
げ
し
、
６
，
２
３
０
円
で

す
。
子
ど
も
が
２
人
、
３
人
と
な
れ
ば
給
食

代
が
毎
月
１
万
円
か
ら
１
・
８
万
円
を
超

え
ま
す
。
物
価
が
上
が
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

食
材
の
品
質
を
落
と
す
こ
と
は
ダ
メ
で
す

が
、こ
の
値
上
げ
分
を
お
さ
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。上
田
由
美
子
市

議
は
３
月
議
会
最
終
日
の
討
論
で
と
り
あ

げ
ま
し
た
。 

「保
護
者
徴
収
分
を
据
え
置
き
た
い
」  

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
    

市
教
委 

 

本
会
議
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
全
員
協
議
会
で
の

上
田
市
議
の
質
問
に
、
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
は

「
国
か
ら
の
財
源
措
置
が
さ
れ
れ
ば
、
市

が
助
成
し
て
保
護
者
徴
収
分
を
据
え
置
く

こ
と
も
検
討
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

ぜ
ひ
据
え
置
き
が
で
き
る
よ
う
市
民
の

皆
さ
ん
も
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。 

こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
で
は
、
通
院
医
療
費
助
成

を
高
校
生
に
ま
で
拡
充
し
、
１
８
歳
ま
で
入
院
・
通
院
と

も
窓
口
無
料
に
な
り
ま
す
。
上
田
市
議
が
昨
年
９
月
議

会
で
取
り
上
げ
、
市
長
か
ら
「
令
和
５
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
」と
の
答
弁
を
引
き
出
し
て
い
ま
し
た
。 

物
価
高
騰
で
市
民
の
暮
ら
し
が
た
い
へ
ん
な
の
に
、

「住
民
福
祉
の
増
進
を
基
本
」（地
方
自
治
法
第
一
条
の

二
）と
す
る
小
矢
部
市
が
、
公
共
施
設
を
使
う
の
は

「受
益
者
負
担
」だ
と
し
て
、
10
月
か
ら
い
っ
せ
い
に

施
設
使
用
料
金
の
値
上
げ
を
し
ま
す
。 

上
田
市
議
は
「公
の
施
設
は
住
民
が
誰
で
も
差
別

な
く
利
用
で
き
る
」と
の
地
方
自
治
法
の
規
定
を
示

し
、
使
用
料
値
上
げ
を
や
め
る
よ
う
に
求
め
て
、
反
対

討
論
を
し
ま
し
た
。 

 

高
齢
者
補
聴
器
購
入
の
補
助
金
を
上
限
３
万
円
（
従
来

は
２
万
円
）
と
し
、
非
課
税
世
帯
の
要
件
を
廃
止
し
ま
す
。 

 

２
０
２
２
年
１
２
月
に
年
金
者
組
合
小
矢
部
支
部
が

「
対
象
者
を
も
っ
と
広
げ
て
欲
し
い
」
と
要
望
し
た
内
容
が

実
現
し
ま
す
。
上
田
由
美
子
市
議
も
昨

年
９
月
議
会
で
質
問
し
て
い
ま
し
た
。 

 

 
 

【市
民
の
喜
び
の
声
】 

 
 「

市
長
が
直
ぐ
に
動
い
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
ね
。
ま
さ
に
朗

報
で
す
。
」
（市
長
に
申
し
入
れ
た
年
金
者
組
合
の
Ｔ
さ
ん
）  

合
併
処
理
浄
化
槽
で
維
持
管
理
を
き
ち
ん
と
行
う
に

は
、
①
年
１
回
の
法
定
検
査
（
富
山
県
浄
化
槽
協
会
が
実

施
）、
②
年
４
回
の
保
守
点
検
（浄
化
槽
管
理
士
が
い
る
専
門
業

者
に
委
託
）
、
③
年
１
回
の
清
掃
（バ
キ
ュ
ー
ム
車
で
汚
泥
引
抜
）

が
必
要
で
す
。
こ
れ
を
す
る
と
維
持
管
理
費
用
が
下
水

道
使
用
料
よ
り
も
割
高
と
な
る
た
め
、
そ
の
差
額
を
市

が
補
助
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
申
請
は
、
こ
れ
ま
で
は
３

月
末
ま
で
の
申
請
が
必
要
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
、
１

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
年
度
を
越
え
る
申
請
も
可
能
で
す
。 

汲
み
取
り
便
槽
や
単
独
浄
化
槽
の
撤
去
費
用
、
単
独

浄
化
槽
の
雨
水
貯
留
槽
へ
の
再
利
用
や
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
転
換
に
伴
う
宅
内
配
管
工
事
費
に
も
３
万
円
か

ら
３
０
万
円
の
補
助
金
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（詳

細
は
広
報
お
や
べ
４
月
号
）
。
日
本
共
産
党
が
か
ね
て
か
ら
要

望
し
て
い
た
こ
と
が
前
進
し
ま
し
た
。 

市
施
設
利
用
料
値
上
げ 

 

【
上
田
市
議
】
新
聞

報
道
に
よ
れ
ば
、
政

府
は
今
日
、
２
２
日

に
も
、
物
価
対
策
と

し
て
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
１
・
２
兆

円
を
追
加
す
る
見
通
し
で
す
。
２
２
年
度
は

食
材
の
値
上
が
り
分
に
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
当
て
ま
し
た
。
２
３
年
度
も
ぜ
ひ
こ

の
交
付
金
を
活
用
し
、
学
校
給
食
費
を
値
上

げ
し
な
い
よ
う
に
す
る
べ
き
で
す
。 

 

 

汲
み
取
り
便
槽
の
撤
去
、 

宅
内
配
管
工
事
費
な
ど
も
対
象
に 

 

 メルヘン有機準備会（仮称）が主催

して有機農業を地域に拡げる対策と

技術をオンラインで学ぶ視聴会が２

月１８日、小矢部市民交流プラザで開

かれました。正面には「有機で拓く持

続可能な農業を」、「子どもたちに安

全な給食を」の願いが掲げられてい

ました。 

上
田
市
議 

反
対
討
論 

タ
モ
リ
さ
ん
の
「
新
し
い
戦
前
に

な
る
の
で
は
」
が
話
題
に
な
っ
た
。

若
い
人
は
「
い
つ
の
戦
前
？
」
。
そ

れ
は
、
１
９
３
７
年
７
月
７
日
、

盧
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
に
日
本
の
中

国
侵
略
戦
争
が
本
格
化
し
、
45

年
に
敗

戦
で
終
わ
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
だ
▼

映
画
「妖
怪
の
孫
」は
岸
信
介
の
孫
安
倍

晋
三
の
こ
と
で
あ
る
。
安
倍
の
祖
父
、
岸

は
Ａ
級
戦
犯
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
首
相

に
ま
で
昇
り
詰
め
、
政
治
の
裏
で
は
統

一
協
会
と
も
手
を
結
ん
で
い
た
妖
怪
と

描
く
。
安
倍
は
、
憲
法
を
変
え
日
本
を

再
び
「
軍
隊
を
持
つ
国
」
に
し
、
祖
父
を

超
え
る
こ
と
を
使
命
と
し
た
。
岸
田
政

権
の
大
軍
拡
は
、
再
び
戦
争
へ
の
道
で

は
？
▼
37

年
の
軍
事
費
が
国
家
財
政

に
占
め
る
割
合
は
69

・
５
％
、
10

年
前

の
28

・１
％
か
ら
急
増
し
、
敗
戦
ま
で
８

割
前
後
を
占
め
て
い
た
。
予
算
成
立
直

後
、
４
月
の
総
選
挙
で
、
棄
権
率
が
前

年
総
選
挙
の
27

％
か
ら
37

％
に
急
増

（
東
京
）
し
た
。
国
民
が
政
治
に
期
待
を

失
う
と
、
政
府
は
盧
溝
橋
事
件
で
戦
争

に
突
き
進
ん
だ
▼
こ
の
選
挙
で
当
選
し

た
議
員
ら
が
政
党
を
解
散
、
大
政
翼
賛

会
に
合
流
し
、
戦
争
に
加
担
し
た
▼
こ

れ
と
た
た
か
っ
た
日
本
共
産
党
を
、
政

府
と
マ
ス
コ
ミ
ら
は
「
国
賊
」
「
非
国
民
」

呼
ば
わ
り
し
弾
圧
し
た
。
「今
で
も
悔
や

ま
れ
る
の
は
、
共
産
党
を
治
安
維
持
法

で
押
さ
え
つ
け
た
こ
と
だ
。
今
の
よ
う
に

自
由
に
し
て
お
け
ば
戦
争
が
起
き
な

か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
（
最
後
の

海
軍
大
将 

井
上
成
美
）▼
憲
法
を
蝕

む
政
権
を
阻
止
で
き
る
の
は
、
立
憲
野

党
と
国
民
の
共
同
の
力
し
か
な
い
。
大

き
な
嘘
を
見
破
り
、
こ
れ
を
排
除
す
る

勇
気
と
気
概
が
必
要
だ
。
井
上
成
美
の

後
悔
通
り
日
本
共
産
党
な
ら
で
き
る
。 

 


